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総エネルギー使用量（連結） GHG排出量（連結）Scope1、2総量（マーケット基準） 再生可能エネルギー発電事業における運転開始済みの 
持分容量（連結）

一人当たり平均年間給与（従業員全体）（単体） 一人当たり月平均時間外労働時間（単体） 有給休暇取得率※2（単体）

各国の脱ガソリン車規制に準じたEV・FCV※1等、低排出ガス営業車への切り替えや拠点の統廃合等により、着実に削減を図っています。 国内外の太陽光発電事業の持分容量が積み上がり、前年度比121MW
増の1,760MWとなりました。

日本経済の持続的成長と当社の事業成長の好循環を生むことを念頭に、
ベースアップを含む賃上げを3年連続で実施しました。

DX活用による業務効率化の推進等により着実に減少しています。 有給休暇取得率は継続的に向上しており、従業員の健康で豊かな生活
の実現に向けた取り組みが着実に浸透しています。

※2  各年度における会社全体の有給休暇取得日数の合計を有給休暇付与日数の合計で
割って算出した割合

※1 FCV（Fuel Cell Vehicle）：燃料電池自動車
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